
別紙２事業所名 小規模多機能居宅介護「笑楽日」・ グループホーム「風楽里」 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 31年 4月 17日（水）１０時３０分～１１時 15分 

参 加 者 議   題 

利用者       3名 

利用者家族     1名 

市職員       ２名 

知見者       1名 

地域住民の代表者  1名 

オブザーバー     1名 

事業所       ２名 

１． 活動状況報告  

２． 笑楽日・風楽里 外部評価報告 

３． 日常生活の風景 

 

会    議    録 

・グループホームの管理者より本日の出席者の紹介 

・市職員より高齢者福祉課の介護保険指導係配属となった職員の紹介。 

・事業所より 31年 3月よりグループホーム風楽里と小規模多機能型居宅介護 

 笑楽日・風楽里管理者の移動人事報告 

 笑楽日の新任計画作成担当者の紹介（中島さつき介護支援専門員） 

・笑楽日管理者より笑楽日新規利用希望が連泊希望のためベット数の関係で対応できな

い。病院からの照会では連泊が利用前提になっている。 

・現在連泊者４人、定期曜日利用者 2人。臨時宿泊可能曜日が限られる。 

・軽介護度の利用者が 2年を超える連泊利用のため課題となっている。 

・利用者側の利用希望日数に対応すると経営的採算が苦しい。 

・通い利用枠２５人が現在の需要状況では充足が難しい。 

市職員より 

 軽度者への長期連泊利用のサービス提供は小規模多機能型居宅介護の趣旨から外れ

ている。難しい課題となっている。 

  

外部評価の報告 

 笑楽日：「サービス評価表」の総括表・事業所自己評価纏めの出席者への配布 

 風楽里：平成 30年度は軽減用件適用事業所に該当し、軽減用件に関する項目のみの

ヒアリングの実施を受けた。 

     自己評価を別途実施し纏めを評価事業者へ提出した。 

     現状における問題点、31年度の課題と目標について会議で報告した。 

 

日常生活の風景のスライドショーでは食事レク、おやつ作りレクでのご利用者様の生き

生きとした表情を見て頂けた 

3月の居酒屋レクはノンアルコールビールを提供し利用者から好評を得た。 

 



 


